





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































に つ い て 肯
定、ＥＦの親
権者について
否定。
未成年者Ａが運転しＢが同乗する普通乗用自動
車が、不良仲間Ｃが運転しＤ、Ｅ及びＦが同乗す
る小型貨物自動車の後方を走行し、自車を対向車
線に進入させて、対向車線進行中のＸ運転の原動
機付自転車に急接近させ、その後急制動の措置を
講じる等したが間に合わず衝突し、一旦停止した
後、そのまま発進してＸを引きずる等して、Ｘが
死亡した事故。
２台の自動車での危険運転行為による事故。
Ａ無免許。
午前５時10分頃の事故。
事故当時、Ａは、親権者の元配偶者の下で生活し
ていた。
４－33
横浜地裁
平成25年３月26日
交民46巻２号460頁
18歳
（大学１年生）
肯定
信号機のある交差点で、未成年者Ａ運転の普通乗
用自動車が、対向車線から右折中のＢ運転の普通
乗用自動車に衝突した上、歩道上に進行して、歩
道上で信号待ちをしていた歩行者のＸらに衝突
し、Ｘら３人が死亡した事故。
Ａ信号見落とし、速度違反（制限速度時速50㎞の
道路を時速70㎞で走行）。事故当時、Ａは右足親
指を負傷していた。
午後９時33分頃の事故。
４－34
岐阜地裁
平成25年７月19日
判時2204号101頁
18歳
（大学生）
否定
未成年者Ａが、Ｘを同乗させて普通乗用自動車を
高速で運転中、自車をガードレールに接近させ、
アクセルペダルをブレーキペダルと踏み間違え
て自車を暴走させ、路外のコンクリート壁に衝突
し、Ｘが死亡した事故。
Ａ無免許、速度違反。Ａ運転車両は、Ｘの父の所
有で、Ａはドライブの途中でＸと運転を交代し、
事故時はＡが運転していた。
午前４時25分頃の事故。
Ａは、事故当時大学の寮で生活していたが、事故
は実家に帰っていた際に発生した。
「臨床法務研究」第21号
－54－
番号 判決 出典
運転者の年齢	
（学年又は
就労状況）
運転者の親権
者の不法行為
責任についての
判断
事故態様等
４－35
大阪地裁
平成26年12月８日
交民47巻６号1475号
運転者Ａ17歳
（無職）
同乗者Ｂ16歳
（定時制高校
生・就労中）
運転者Ａ・同
乗者Ｂいずれ
の親権者につ
いても肯定
信号機のある交差点において、未成年者Ａが運転
し、Ｂが同乗する普通乗用自動車が右折中に、対
向直進中のＸ運転の自動二輪車と衝突し、Ｘが負
傷した事故。
Ａの対面信号機は左折及び直進の矢印信号を表
示していた。
Ａ無免許、信号見落とし、救護義務違反。Ａ運転
車両は、同乗者Ｂ所有で、車検証の有効期間が満
了していた。
午前３時18分頃の事故。
４－36
大阪地裁
平成28年３月30日
交民49巻２号538頁
19歳
（定職に就い
ていない）
否定
未成年者Ａが運転しＸが同乗する普通乗用自動
車が、駐車中の大型貨物自動車に衝突し、Ｘが死
亡した事故。
Ａ運転の自動車（マニュアル車）がギアチェンジ
により急加速し、車体が横滑り、回転する等して
駐車中の車両に衝突。Ａはオートマチック限定の
運転免許のみ保有。
午前２時45分頃の事故。
なお本件では、Ａ運転車両の所有者（19歳）及び
その親権者の損害賠償請求も行われているが親
権者の不法行為責任は否定されている。
４－37
大阪高裁
平成29年８月31日
（第１審京都地裁
平成28年３月18日
交民49巻２号398
頁）＊１
裁判所ウェブサイト
運転者Ａ18歳
（無職）＊２
同乗者Ｂ年齢
不明
（大学生）
同乗者Ｃ年齢
不明
（専門学校生）
・運転者Ａの
親権者につい
て肯定
・同乗者ＢＣ
の親権者につ
いて否定
未成年者Ａが運転しＢ及びＣが同乗する普通乗
用自動車が、集団登校中のため道路の路側帯内側
を歩行中の小学生の列に後方から突っ込み、Ｘら
児童及び引率者に衝突し、Ｘら児童２人及び引率
者が死亡し児童７人が負傷した事故。
Ａ無免許、居眠り運転。
午前７時58分頃の事故。
４－38
山形地裁
平成29年11月21日
判例集未登載
18歳
（就労中）
否定
未成年者Ａが運転しＸらが同乗する普通乗用自
動車が、路外の電柱に衝突し、Ｘが死亡した事故。
Ａ速度違反（制限速度時速60㎞の道路を時速約87
ないし92㎞で走行）。
午後９時24分頃の事故。
＊１　	なお、４－37と同一の事故に関し、京都地裁平成28年12月16日判決（交民49巻6号1510頁）、京都地裁平成29年10月31日判
決（裁判所ウェブサイト）がある。
＊２　運転者Ａの年齢は、Ａの刑事事件の判決（大阪高裁平成25年９月30日、判例集未登載）より引用。
